
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道００－０３９号　舗装
維持修繕工事

前橋市 5,098,000 5,098,000 16,170,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

120

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

90.0
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和４年度

道路の修繕延長
活動実績 ｍ 180 120 90
活動見込 ｍ 180

事業期間の設定理由 ５年間の計画で５００ｍを修繕するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 年度

５００ｍ
当該路線の修
繕延長の累計

成果実績 ｍ 590
目標値 ｍ 590
達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由
平成３０年度から５年計画で修繕を行い、評価は毎年行うため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

前橋市舗装長寿命化修繕計画に準じる路面状況点検による当該路線の損傷の程度
現状：「舗装点検必携」診断区分Ⅲ（ひび割れ率４０％程度）から
目標：令和４年度　修繕延長５００ｍが診断区分Ⅰ（ひび割れ率５％）になるように修繕
します。

事業開始年度 平成３０年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 前橋市
交付金事業実施場所 前橋市端気町地内

交付金事業の概要
延長90.0ｍ　幅員7.8～11.1ｍ　上層路盤工（t＝25） 890.7㎡　基層工（t＝5） 890.7㎡
表層工（t＝5）901.5㎡

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道００－０３９号　舗装維持修繕工事



交付金事業の担当課室 群馬県前橋市道路管理課

交付金事業の評価課室 群馬県前橋市道路管理課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 一般競争（簡易型）入札 木村工業株式会社 16,170,000円

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,800,000 5,261,000 5,098,000

うち文部科学省分

総事業費 23,881,000 14,399,000 16,170,000

うち経済産業省分 5,800,000 5,261,000 5,098,000

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

保育園運営事業 沼田市 31,030,000 31,030,000 40,484,700

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育園運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
沼田市第六次総合計画（平成２９年度～令和８年度）
　第１章　保健・医療・福祉（ふれ合いと支え合いの健やかなまちづくり）
　　第４節　未来を担う世代を育みます（次世代育成）
　　　（４）　保育サービスの充実
　　　　・　認定こども園、保育園、地域型保育事業など、多様な形態による保育を実施
　　　　　　することにより、子どもの年齢や保護者の就労形態に応じた保育の量の確保
　　　　　　及び質の向上を図ります。
【目標】
待機児童数　０人

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 沼田市
交付金事業実施場所 沼田市東原新町地内　ほか４か所
交付金事業の概要 沼田市内５保育園の職員人件費（２5名）５か月分

事業期間の設定理由
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

保育児の入
所率100％

入所児童数÷
入所申込児童
数

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 100
達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施



交付金事業の成果目標
及び成果実績

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、当該５保育園の正規職員人件費５か月分を確保することができ
た。
その成果として、適正な職員数確保及び安定した保育園運営を実施し、成果目標に掲げた
「保育児の入所率100％」を達成することができた。
今後も引き続き、市民が安心して利用できる保育園としての役割を果たすべく、待機児童
ゼロの維持に努めたい。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 100.0% #DIV/0!

年度

保育士・調理員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用
期間（月））

活動実績 人月 100 125
活動見込 人月 100

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

125

総事業費 32,286,800 40,484,700

うち経済産業省分 23,968,000 31,030,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 23,968,000 31,030,000 0

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 健康福祉部子ども課
交付金事業の評価課室 総務部企画政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士・調理員人件費 雇用 － 40,484,700



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道味噌野相之沢橋線舗装
補修工事<1>

渋川市 8,183,000 8,183,000 21,153,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 １４年で工事を完了する計画
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

進捗率６３．４％

実施舗装補
修延長÷必
要舗装補修

延長

成果実績 ％ 63.4
目標値 ％ 63.4

達成度 ％ 100.0%

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難
路としての機能を備えた生活道路の整備を推進します。
【目標】
必要舗装補修延長２６１０．８ｍ　進捗率６３．４％
現状５３．８％（令和３年度）
最終目標１００％（令和８年度）

事業開始年度 平成２５年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市 北橘町真壁 地内

交付金事業の概要

施工延長　L=250.0m
表層　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=5cm　A=1578.8㎡
路上路盤再生工　t=20cm　A=1503.8㎡
ﾏﾝﾎｰﾙ蓋調整　N=1箇所
区画線工　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道味噌野相之沢橋線舗装補修工事<1>



交付金事業の担当課室 渋川市建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 渋川市建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 一般競争入札 株式会社　吉田組 21,153,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 9,000,000 5,513,000 8,183,000

うち文部科学省分

総事業費 13,299,000 9,493,000 21,153,000

うち経済産業省分 9,000,000 5,513,000 8,183,000

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

110

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

250
達成度 ％ 100.0% 100.0% 0.0%

令和４年度

舗装補修工事
活動実績 ｍ 155 110 250
活動見込 ｍ 155

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長250.0ｍ、面積1578.8㎡の舗装補修を実施し、本年度整備し
た区間においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の
更なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道4-1021号線舗装補修工
事<その他>

渋川市 1,777,000 1,777,000 4,411,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 ７年で工事を完了する計画
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

進捗率４３．７％

実施舗装補
修延長÷必
要舗装補修

延長

成果実績 ％ 43.7
目標値 ％ 43.7

達成度 ％ 100.0%

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生
活道路の整備を推進します。
【目標】
必要舗装補修延長８００ｍ　進捗率４３．７％
現状 ３０％（令和３年度）
最終目標１００％（令和８年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市 吹屋・白井 地内

交付金事業の概要

施工延長　L=1１0.0m
表層　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) 　t=40mm　A=648.0㎡
不陸整正　粒度調整砕石M-30　t=39mm　A=648.0㎡
区画線工　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道4-1021号線舗装補修工事<その他>



交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 株式会社　兵藤工務店 4,411,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,000,000 2,140,000 1,777,000

うち文部科学省分

総事業費 3,828,000 3,586,000 4,411,000

うち経済産業省分 3,000,000 2,140,000 1,777,000

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

120

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

110
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和４年度

舗装補修工事
活動実績 ｍ 120 120 110
活動見込 ｍ 120

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長110.0ｍ、面積648.0㎡の舗装補修を実施し、本年度整備し
た区間においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の
更なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道大規模線舗装補修工事
<1>

渋川市 2,656,000 2,656,000 6,897,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道大規模線舗装補修工事<1>

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
３）道路維持管理の充実
　道路の危険箇所を把握するため、道路パトロールを強化するとともに、フォトリポしぶ
かわによる市民からの情報提供など様々な手段により、道路損傷を発見し、早期の対応を
図ります。
【目標】
必要舗装補修延長８８０ｍ　進捗率８０．６％
現状６０．２％（令和３年度）
最終目標１００％（令和５年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市赤城町津久田地内

交付金事業の概要

施工延長　L=180.0m(No.0～No.9)
路面切削工　t=4㎝ A=1,215.5㎡
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=4㎝ A=1,215.5㎡
区画線工　一式

事業期間の設定理由 ５年で工事を完了する計画
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

進捗率８０．６％

実施舗装補
修延長÷必
要舗装補修

延長

成果実績 ％ 80.6
目標値 ％ 80.6

達成度 ％ 100.0%



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、本年度は延長180.0m、面積1215.5㎡の舗装補修を実施し、本年度整
備した区間においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、交通量も多い生活道路としての
安全性の確保等を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

180
達成度 ％ 100.0% 100.0% 0.0%

令和４年度

舗装補修工事
活動実績 ｍ 190 180 180
活動見込 ｍ 190

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

180

総事業費 6,952,000 6,622,000 6,897,000

うち経済産業省分 5,100,000 3,580,000 2,656,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,100,000 3,580,000 2,656,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 渋川市建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 渋川市建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 敷島緑化有限会社 6,897,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道金井伊香保線舗装補修
工事〈１〉

渋川市 2,719,000 2,719,000 7,128,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 第２次渋川市総合計画の終期まで
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

進捗率７５．４％

実施舗装補
修延長÷必
要舗装補修

延長

成果実績 ％ 75.4
目標値 ％ 75.4

達成度 ％ 100.0%

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
３）道路維持管理の充実
 道路の危険箇所を把握するため、道路パトロールを強化するとともに、フォトリポしぶか
わによる市民からの情報提供など様々な手段により、道路損傷を発見し、早期の対応を図
ります。
【目標】
必要舗装補修延長１０１５ｍ　進捗率７５．４％
現状 ７０．４％（令和３年度）
最終目標１００％（令和９年度）

事業開始年度 平成２２年度 事業終了（予定）年度 令和９年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市金井地内

交付金事業の概要

施工延長
舗装工　L=50.0m
表層　密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ｉ型　t=5cm　A=350.3㎡
基層　再生粗粒度ｱｽｺﾝ(20)　t=5cm　A=350.3㎡
路上路盤再生工　t=25cm　A=350.3㎡
区画線工　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道金井伊香保線舗装補修工事〈１〉



交付金事業の担当課室 渋川市建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 渋川市建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 鈴木興業　株式会社 7,128,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,000,000 3,780,000 2,719,000

うち文部科学省分

総事業費 6,963,000 6,490,000 7,128,000

うち経済産業省分 5,000,000 3,780,000 2,719,000

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

50

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

50
達成度 ％ 100.0% 100.0% 0.0%

令和４年度

舗装補修工事
活動実績 ｍ 50 50 50
活動見込 ｍ 50

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長50ｍ、面積350.3㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した区
間においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の
更なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道小野子村上線道路改良
工事〈１〉

渋川市 1,918,000 1,918,000 5,874,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生
活道路の整備を推進します。
【目標】
必要改良工事延長L=１８８．８m　進捗率１８．８%
現状０％（令和３年度）
最終目標１００％（令和７年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市小野子地内

交付金事業の概要

施工延長L=37.0m
表層 密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ⅰ型 t=40mm A=157.7m2
上層路盤 粒度調整砕石M-30 t=80mm A=157.7m2
下層路盤 再生砕石RC-40 t=100mm A=157.7m2
路床置換 山砕100-0 t=550mm V=84.4m3
側溝(GPU3型 300×300) L=37.0m
ﾌﾞﾛｯｸ積工(1:0.4) A=25.8m2
区画線工 W=15cm L=55.6m

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道小野子村上線道路改良工事〈１〉



評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由 ４年で工事を完了させる計画

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

進捗率１８．８％

実施舗装補
修延長÷必
要舗装補修

延長

成果実績 ％ 19.5
目標値 ％ 18.8

達成度 ％ 103.7%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長37.0ｍ、面積157.7㎡の道路改良工事を実施し、本年度整備
した区間においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の
更なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和７年度



交付金事業の担当課室 渋川市建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 渋川市建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 朝比奈土建工業　株式会社 5,874,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,918,000

うち文部科学省分

総事業費 5,874,000

うち経済産業省分 1,918,000

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

達成度 ％ 100.0% 100.0% 0.0%

年度

道路改良工事
活動実績 ｍ 37.0
活動見込 ｍ 35.6



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道6-3038号線舗装補修工
事<その他>

渋川市 3,280,000 3,280,000 7,799,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道6-3038号線舗装補修工事<その他>

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生
活道路の整備を推進します。
【目標】
必要舗装補修延長６９３ｍ　進捗率２５．９％
現状 ０％（令和３年度）
最終目標１００％（令和７年度）

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市
交付金事業実施場所 渋川市北橘町上箱田地内

交付金事業の概要

施工延長　L=180.0m
表層　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=4cm　A=826.1㎡
上層路盤　粒度調整砕石M30-0　t=9cm　A=826.1㎡
下層路盤　再生砕石RC-40　t=20cm　A=826.1㎡
ﾏﾝﾎｰﾙ蓋調整　N=3.0箇所
区画線工　一式

事業期間の設定理由 ４年で工事を完了させる計画
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

進捗率25.9％

実施舗装補
修延長÷必
要舗装補修

延長

成果実績 ％ 25.9
目標値 ％ 25.9

達成度 ％ 100.0%



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長180.0ｍ、面積826.1㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した
区間においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の更
なる向上と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% 100.0% 0.0%

年度

舗装補修工事
活動実績 ｍ 180.0
活動見込 ｍ 180.0

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

総事業費 7,799,000

うち経済産業省分 3,280,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,280,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 渋川市建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 渋川市建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路の舗装維持修繕 指名競争入札 株式会社　狩野組 7,799,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

交通安全パトロール車整備
事業

桐生市 1,900,000 1,900,000 2,000,740

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 交通安全パトロール車整備事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
桐生市第6次総合計画（令和２年度から令和９年度）
６章都市基盤の整備　１節道路交通網の整備　３項生活道路
年間３５０件以上の交通事故が発生していることから、交通事故の解消に向けた取り組み
として、交通安全の啓発活動、交通安全施設の安全確認、台風や大雨などの悪天候時に道
路パトロールなどを実施することで、安全確保を図ります。
目標：広報活動およびパトロール回数：　年３０回（現状：２０回）

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 桐生市
交付金事業実施場所 黒保根支所
交付金事業の概要 交通安全パトロール車1台の購入

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

パトロール
回数年30回

交通パト
ロール回数

成果実績 回

目標値 回 30
達成度 ％ 0.0%

評価年度の設定理由
事業年度は、事業終了後のパトロール実施期間が短期間となるため、翌年1年間での評価を実施したいため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 0.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

交通安全広報啓発・パト
ロール回数

活動実績 回

活動見込 回 30
交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 年度



交付金事業の総事業費
等

令和４年度 年度 年度 備　考

総事業費 2,000,740

うち経済産業省分 1,900,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,900,000 0 0

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 桐生市　地域振興整備局　黒保根支所　市民生活課

交付金事業の評価課室 桐生市　地域振興整備局　黒保根支所　市民生活課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
交通安全パトロール車　1台購入 指名競争入札 株式会社　スズキ自販群馬 2,000,740円



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道２０２号線　舗装道補
修工事　<２>

桐生市 900,000 900,000 1,441,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道２０２号線　舗装道補修工事　<２>

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関する主要政策：桐生市新生総合計画
5章都市基盤の整備　１節道路交通網の整備　3項生活道路の整備
（2）人と環境にやさしい道づくり
・既設舗装道が経年劣化により、ひび割れ及び剥離が生じ、周辺住民の通行に支障をきた
すことから、舗装補修を行う。
目標：歩行者の転倒事故及び苦情件数を０件にする。現状（令和元年　２件　令和2年　1
件　令和3年　3件）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 桐生市
交付金事業実施場所 桐生市黒保根町下田沢地内
交付金事業の概要 施工延長　L=90.0m　　舗装工　A=423.5㎡ 

事業期間の設定理由 他の事業と並行し継続工事で施工するため。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

0件

市道202号線
<2>本事業区
間での事故
及び苦情件

数

成果実績 件
目標値 件 0

達成度 ％

評価年度の設定理由
施工後の転倒事故及び苦情の効果を把握するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無



90
達成度 ％ 100.0% 95.0% 100.0%

４年度

舗装補修
活動実績 ｍ 120 209 90
活動見込 ｍ 120

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和3年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 ２年度 ３年度

220

総事業費 2,035,000 4,125,000 1,441,000

うち経済産業省分 1,900,000 3,750,000 900,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,900,000 3,750,000 900,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 地域振興整備局黒保根支所地域振興整備課

交付金事業の評価課室 地域振興整備局黒保根支所地域振興整備課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
舗装道補修工事 指名競争入札 新井木材㈲ 1,441,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

運動公園カッパ池周辺整備
工事

桐生市 1,600,000 1,600,000 1,760,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

稼働率100％ 稼働日数
成果実績 ％ 100
目標値 ％ 100
達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由
事業完成後すぐ評価できる。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

地域住民の生活の質の向上や交流人口の増大につながり、地域の活性化を促すだけでな
く、人・もの・情報の活発な交流を通じて経済効果が期待できる。黒保根地区には澄んだ
空気と良質の水などの自然系の観光資源がある。昨年度および一昨年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響により公園利用者はほとんどいなかったが、平成30年度の運動公園利用
者数は8,95７人で、桜等の開花時の見物客約500人がわたらせ渓谷鉄道及び乗用車を使用し
来場している。平成元年に親水公園は竣工しており多くの町民に愛されてきた。令和２年
度老朽化してきた池の噴水を2か年かけ電源立地交付金事業で整備したが、池の周辺が老木
の切り株と草が生い茂っているため、切り株を伐根し、掘削及び埋め土を行い、砕石を敷
き詰め転圧を行い整備する補修工事を行うものであります。
目標：整備工事を行った後、市民の憩いの場となり365日定期的にイベントが行える場とい
たしたい。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 桐生市
交付金事業実施場所 桐生市黒保根町水沼地内
交付金事業の概要 運動公園カッパ池周辺整備工事

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置運動公園カッパ池周辺整備工事



交付金事業の担当課室 黒保根支所市民生活課黒保根公民館

交付金事業の評価課室 黒保根支所市民生活課黒保根公民館

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
運動公園カッパ池周辺整備工事 指名競争入札 新井木材有限会社 1,760,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 1,600,000 0 0

うち文部科学省分

総事業費 1,760,000

うち経済産業省分 1,600,000

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 160.5%

年度

年間入込客数
活動実績 人 1605
活動見込 人 1000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

保育園運営事業 みどり市 11,213,000 11,213,000 14,645,260

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育園運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第2次みどり市総合計画（基本構想：平成30年度～令和9年度）
　前期基本計画：平成30年度～令和4年度
　　基本政策：1　健やかに生きる安心のまちづくり
　　　施策：5　子育て支援の充実
　　　　施策方針：核家族や共働き家族の増加による様々な保育ニーズに対応するため、
　　　　　　　　　認定こども園など保護者の希望に合った多様な保育サービスの充実に
　　　　　　　　　努めます。
目標
　基本事業：1　保育サービスと施設の充実
　　めざす姿：希望にあった適切な保育サービスが受けられます
　　　基本事業の達成度を測る指標：保育施設の待機児童数（めざそう値：0人）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 みどり市
交付金事業実施場所 みどり市笠懸町阿左美地内

交付金事業の概要

 事業の対象は、みどり市笠懸第1保育園の職員（園長、保育士、事務員、調理員）の人件
費、延57ヵ月（11人×6ヵ月（令和4年8月～令和5年1月分）－9ヵ月（病休と産休・育休によ
る期間を除くため））です。
　みどり市では、第2次みどり市総合計画に基づき、核家族や共働き家族の増加による様々
な保育ニーズに対応するため、認定こども園など保護者の希望に合った多様な保育サービス
の充実に努め、保育を希望する者が全員入所し、待機児童が発生しないよう努めています。
特に、市内唯一の公立保育園である笠懸第1保育園は、市内保育園の中核的存在として必要
不可欠な園であり、その運営に電源立地地域対策交付金を活用し、保育等サービスの充実を
推進するものです。



事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

事業期間の設定理由 第2次みどり市総合計画の前期基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

要保育児の
入所率
100％

要保育児の
入所率（入
所児童数／
入所申込児
童数）

成果実績 ％ 99
目標値 ％ 100

達成度 ％ 99.0%

評価年度の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後、早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

66

達成度 人月 81.9% 100.0% 86.4%

令和4年度

職員（園長､保育士､調理
員）の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期
間(月)）

活動実績 人月 59 66 57
活動見込 人月 72

交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

66

総事業費 15,697,700 17,751,700 14,645,260 48,094,660

うち経済産業省分 11,467,000 11,378,000 11,213,000 34,058,000

交付金充当額 11,467,000 11,378,000 11,213,000 34,058,000

うち文部科学省分



交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 保健福祉部こども課

交付金事業の評価課室 保健福祉部こども課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

園長､保育士､調理員の人件費 雇用
園長1名､保育士8名、事務員

1名､調理員1名
14,645,260



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

配水管布設工事 高崎市 4,400,000 4,400,000 14,454,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由
高崎市水道局で予定の布設替工事について、発注計画全体を考慮し、当該路線は2ヵ年での
完了を見込んだため。

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

配水管布設延長
100％

布設延長
（実績値/目標値）

成果実績 ％

目標値 ％ 100
達成度 ％ 0.0%

評価年度の設定理由
2ヵ年で当該路線の布設100%を目指しているため、路線全体が完了する年度を設定している。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
-

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

高崎市水道局では、2021年度改定の「高崎市水道ビジョン」に沿って良質な水道水の安定
供給に努めています。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 高崎市
交付金事業実施場所 高崎市上里見町地内

交付金事業の概要

配水管の更新　　　上里見町3955-2番地先から上里見町1204-3番地先まで
　　　　　　　　　　　 配水管布設工　HPPEφ75mm　延長279.2m
　　　　　　　　　　　 給水管切替工　　2箇所2戸
　　　　　　　　　　　 付帯工　　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 配水管布設工事



交付金事業の担当課室 高崎市水道局工務課

交付金事業の評価課室 高崎市水道局工務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
指名競争入札 （株）神保水道設備 14,454,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 0

うち文部科学省分

総事業費 14,454,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000

交付金事業の総事業費
等

令和4年度 令和5年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和4年度 令和5年度

249.5

達成度 ％ 99.5 0.0 #DIV/0!

年度

布設延長
活動実績 m 279.2

活動見込 m 280.5



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

町道　駒小・半田線　舗装
補修工事〈１〉

吉岡町 4,481,000 4,481,000 8,426,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 町道　駒小・半田線　舗装補修工事〈１〉

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：第６次吉岡町総合計画(前期基本計画)(令和4年度
～令和13年度)
（２）－②道路・公共交通の充実　【取組】生活道路の整備と維持管理
町道については、交通事故防止など緊急度を総合的に勘案し、地元要望を主とした計画的
な整備と維持管理に努めます。
目標：生活環境改善実施率　現況値　　１０．０％（令和４年度）
　　　　　　　　　　　　　目標値　　１００％（令和１３年度）

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和１３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 吉岡町
交付金事業実施場所 北群馬郡吉岡町大字　漆原　地内
交付金事業の概要 舗装補修工事L=210.0m　切削オーバーレイ工A=1396.4㎡　区画線工一式

事業期間の設定理由 当該路線の整備に１０年を要するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

生活環境改
善実施率１

００％

生活環境が
改善された
累計施工面
積÷全体計

画面積
（14000㎡）
×１００

成果実績 ％ 10

目標値 ％ 100

達成度 ％ 10.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等



本交付金の活用により、今年度が初年度となる町道駒小･半田線の舗装補修は10.0％の補修
を終え、地域住民の生活環境の改善を図ることができました。本町道は一般車両が多く走
行するほか、大型の輸送車が頻繁に走行するため、施工時期や交通誘導方法、交通規制等
を慎重に検討する必要がありました。特に、コンビニや不動産などの店舗の出入り口にお
いて、適切な誘導ができず交通渋滞の原因となることがあったため、次回から交通誘導員
の効果的な配置を行い、来年度への改善点、反省点として成果及び効果の向上を図ってい
きます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 99.7% #DIV/0! #DIV/0!

令和6年度

道路事業の進捗量
当該設計に対する実績

活動実績 ㎡ 1396

活動見込 ㎡ 1400

交付金事業の総事業費
等

令和4年度 令和5年度 令和6年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和5年度

総事業費 8,426,000

うち経済産業省分 4,481,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,481,000 0 0

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 建設課　都市建設室

交付金事業の評価課室 建設課　都市建設室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 株式会社飯塚組 8,426,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

伊勢町保育所運営事業 中之条町 14,024,000 14,024,000 18,309,772

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 中之条町総合計画 第６次構想の終期まで

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
中之条町総合計画 第６次構想（平成２８年度～令和７年度）
　５ 誰にでもやさしく、安心して暮らせる故郷づくり
　　重点目標５ 「福祉の充実」
　　　５－⑤ 出産の促進と子育てしやすい環境の整備
　　　　・保育環境の整備・・・保育を必要とする幼児に保育を行うための環境を整備す
　　　　るとともに、多子世帯の経済的負担を軽減する。
目標：
　要保育児の入所率 100%（令和4年度）
　※要保育児の入所率：入所者数÷入所対象人口×100

事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 中之条町
交付金事業実施場所 中之条町大字伊勢町1344-9

交付金事業の概要

中之条町立伊勢町保育所の職員人件費(保育士12人分)5ヶ月分。
中之条町は公立保育所が３園のみで、女性の社会進出と少子化対策の側面から極めて必要
性の高い施設となっており、安定した保育所の運営と良質な幼児教育・子育て環境が確保
できるよう交付金を活用している。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 伊勢町保育所運営事業



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

55

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

52
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和４年度

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期
間(月))

活動実績 人月 62 55 52
活動見込 人月 62

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

要保育児の
入所率
100%

要保育児の
入所率：入
所者数÷入
所対象人口

×100

成果実績 % 100
目標値 % 100

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、適正な職員数を確保することができました。引き続き、より良質
な幼児教育・子育て環境を提供し、住民が安心して保育を委託でき、女性の社会進出の一
助と少子化対策の役割を果たしていきます。
今年度についても「要保育児の入所率100％」を成果目標とし、本交付金の活用により適正
な職員数を確保できた結果、コロナ禍で複雑な業務もありましたが、入所希望者に対し全
ての児童を受け入れられ、目標を達成することができました。また、保護者から寄せられ
る様々な意見にも相応の対応をすることができました。保育料無償化により入所希望者が
増えつつありますが、引き続き待機児童を出さないよう運営を行っていきます。



交付金事業の担当課室 総務課

交付金事業の評価課室 総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士人件費 雇用 保育士12名 18,309,772

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 13,634,000 14,031,000 14,024,000

うち文部科学省分

総事業費 19,102,900 17,539,500 18,309,772

うち経済産業省分 13,634,000 14,031,000 14,024,000

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

東吾妻町立保育所運営事業 東吾妻町 22,798,000 22,798,000 29,036,977

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

要保育児の入所
率１００％

入所者数÷入所
対象人口×１０

０

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度継続実施している事業のため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
　第２次総合計画（２０１８年度～２０２７年度）
　　基本目標５　元気な声と笑顔があふれるまち【保健・医療・福祉の充実】
　　　５－６　子育て支援の充実
　　　　３　子育て支援拠点の整備と充実を図ります
　　　　　　原町保育所、東保育所の機能充実を図るとともに、子育て中の親子が集える
　　　　　　子育て支援拠点として、原町保育所併設の子育て支援センター・子育て広場
　　　　　　の整備を進めます。
【目標】
　要保育児の入所率１００％（令和４年度）
　※要保育児の入所率：入所者数÷入所対象人口×１００

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 東吾妻町
交付金事業実施場所 東吾妻町箱島地内、原町地内
交付金事業の概要 入所児童（0～2歳）75人の保育所運営事業。職員9人の令和4年6月～令和5年1月分の給料及び賞与の支払い

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 東吾妻町立保育所運営事業



交付金事業の担当課室 学校教育課

交付金事業の評価課室 企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
雇用 － 29,036,977

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 22,400,000 22,797,000 22,798,000

うち文部科学省分

総事業費 27,027,580 24,538,182 29,036,977

うち経済産業省分 22,400,000 22,797,000 22,798,000

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

56

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

72
達成度 100.0% 100.0% 0.0%

令和４年度

保育所職員の雇用人数
活動実績 人 64 56 65
活動見込 人 64



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

こども園運営事業 長野原町 9,820,000 9,820,000 14,583,600

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 第五次長野原町総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

待機児童数
の0

待機児童数
成果実績 人 0
目標値 人 0
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、こども園を運営することができ、公的保育を保障し待機児童数0を
継続することができました。次年度においては、公的保育の保障の実施はもとより、良質
なこども園サービスの充実を図るために、職員の適正配置のため職員を増員して運営して
いきます。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第五次長野原町総合計画（平成28年度～令和７年度）
基本目標3　健やかなくらしづくり
施策3-1　子育てにおける施策
基本方向1　育児体制の整備
目標：　待機児童数　0

事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 令和7年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 長野原町
交付金事業実施場所 長野原町大字大津地内及び応桑地内

交付金事業の概要
長野原町内こども園職員14名の人件費4か月分。長野原町は、第五次長野原町総合計画に基
づき、子育てにおける施策、育児体制の整備として電源立地地域対策交付金を活用し、こ
ども園サービスの充実に努めます。

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 こども園運営事業



交付金事業の担当課室 総務課　人事財政係

交付金事業の評価課室 総務課　人事財政係

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
こども園職員人件費 雇用 職員 14,583,600

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 9,460,000 9,854,000 9,820,000

うち文部科学省分

総事業費 12,030,000 14,130,800 14,583,600

うち経済産業省分 9,460,000 9,854,000 9,820,000

交付金事業の総事業費
等

２年度 ３年度 ４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

56

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

56
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和４年度

こども園職員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 48 56 56
活動見込 人月 48



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

保育所運営事業 嬬恋村 8,280,000 8,280,000 9,772,100

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育所運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第６次嬬恋村総合計画（令和２年度～令和１１年度）
基本計画　（２）子育て支援の充実
施策展開　①保育サービスの充実
　・子育て家庭への保育サービスの充実を図り、安心して子どもを生み育てることのでき
　る環境づくりを推進する。

目標：要保育児の入所率　１００％
※要保育児の入所率＝入所者数÷申込児童数×１００

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和１１年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 嬬恋村
交付金事業実施場所 嬬恋村大字鎌原地内
交付金事業の概要 嬬恋村立東部保育所における保育士５人の８ヶ月（令和４年６月～令和５年１月）分の職員給料

事業期間の設定理由 第６次嬬恋村総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

要保育児の
入所率
１００％

要保育児の入所率
＝入所者数÷申込
児童数×１００

成果実績 % 100
目標値 % 100
達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度継続実施する事業であるため、次年度に向けて毎年度評価を行う。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
成果目標を達成することが出来た。次年度も待機児童を出さないよう事業を実施していく。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



40
達成度 % 100.0% 100.0% 100.0%

令和４年度

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 24 40 40
活動見込 人月 24

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

40

総事業費 8,926,568 9,438,300 9,772,100

うち経済産業省分 8,139,000 8,305,000 8,280,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,139,000 8,305,000 8,280,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 教育委員会

交付金事業の評価課室 教育委員会

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
職員給与 雇用 ｰ 9,772,100



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

保育所運営事業 片品村 14,032,000 14,032,000 15,202,800

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 保育所運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第４次総合計画　後期基本計画（平成２８年度～令和７年度）
第２節　保健・福祉：誰もが安心して暮らせるために
　子どもから高齢者まで、誰もが健康に、共に支え合って安心して暮らせるむらづくりを
進めます。
２－２－２　次世代育成
（２）保育の充実
①延長保育、休日保育、障害児保育、アレルギー児への対応等、保育の充実。
②保育職員の資質の向上と乳児期から学童期までの連携による保育内容の充実。
目標：保育児の入所率１００％

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 片品村
交付金事業実施場所 片品村大字鎌田他１カ所
交付金事業の概要 村営2保育所運営に係わる職員人件費（保育士9人6ヶ月（令和４年８月～ 令和５年１月）分の給与）

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 年度

保育児の
入所率１０

０％

保育児の入
所者数

÷
申込数

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 100

達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、当該2保育所の職員9人・6ヶ月分の人件費が確保され、安定した保
育所の運営が可能となった。必要な保育士数が確保され、当該保育所への申し込み人数78
人全員を受け入れることができ、待機児童数を0人とすることができた。あわせて２歳未満
保育（11人）の実施、２歳以上保育（67人）の無償化を実施することができ、少子化対策
及び子育て支援の充実を図ることができた。



交付金事業の担当課室 むらづくり観光課

交付金事業の評価課室 むらづくり観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士人件費 雇用 保育士9名 15,202,800

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 13,670,000 14,054,000 14,032,000

うち文部科学省分

総事業費 15,052,500 15,429,000 15,202,800

うち経済産業省分 13,670,000 14,054,000 14,032,000

交付金事業の総事業費
等

２年度 ３年度 ４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 ２年度 ３年度

54

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

54
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

４年度

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用
期間（月））

活動実績 人月 50 54 54
活動見込 人月 50



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

村道富士山線舗装補修工事
〈１〉

川場村 4,400,000 4,400,000 6,149,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由 令和２年度の事業開始から完成までに６年間を要するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

道路補修率
100％

実施補修延長
÷全体計画延
長×100

成果実績 ｍ 440

目標値 ｍ 900

達成度 ％ 48.9%

評価年度の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルにより事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、施工延長150.0ｍの舗装補修を実施することができた。事業実施箇
所である村道冨士山線は川場スキー場へ続く唯一の路線であるため、本事業の実施により
通行の安全性が向上したと、多くの来場者及びスキー場関係者から良い評価を受けた。次
年度以降も本事業を計画的に実施し、道路等公共施設の適正な維持管理に努めたい。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
川場村公共施設等総合管理計画（2018年度～2047年度）
第７章　施設類型ごとの管理に関する基本的な方針
１３インフラ施設　（１）道路・橋梁・林道　③管理の基本方針
・維持管理に要する費用について削減を図るために、道路パトロールを強化し、修繕箇所
の早期発見、補修に努め、長寿命化を図ることで今後必要となる更新費用の削減を進めて
いきます。
【目標】
全体計画延長９００．０ｍ

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 川場村
交付金事業実施場所 川場村大字谷地地内
交付金事業の概要 道路舗装補修工事　工事延長Ｌ＝１５０．０ｍ

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 村道富士山線舗装補修工事〈１〉



交付金事業の担当課室 川場村田園整備課

交付金事業の評価課室 川場村田園整備課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路工事 指名競争入札 星野土建株式会社 6,149,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

うち文部科学省分

総事業費 4,631,000 5,346,000 6,149,000

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和4年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

150 150
達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和４年度

舗装補修　工事延長

活動実績 ｍ 140 150 150
活動見込 ｍ 140



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1
地域活性
化措置

こども園運営事業 みなかみ町 50,647,000 50,647,000 61,362,920

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 こども園運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第2次みなかみ町総合計画（平成30年度～令和9年度）
　基本目標Ⅰ　誰もが安心でき安全でゆとりを感じるまち
　　施策３　子育て支援の充実
　　　基本事業２　子育てするための環境の充実
　　　　・子育て世代包括支援センターの充実を図るなど、結婚・妊娠期から子育て
　　　　期までの総合的な相談・支援を行います。また、仕事と家庭の両立を支援す
　　　　るため、子どもを安心して預けることのできる環境を整備します。
目標：要保育児の入所率100％　※要保育児の入所率：入所者数÷入所対象人口×100

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 みなかみ町
交付金事業実施場所 みなかみ町須川地内

交付金事業の概要

みなかみ町立こども園の人件費（15名）9か月分。
みなかみ町は、第2次みなかみ町総合計画に基づき、仕事と子育ての両立を支援するため、
子どもを預ける環境の充実や整備に努める事を方針としています。さらなる保育サービス
の向上に努めるため、電源立地地域対策交付金をこども園運営事業として活用します。

事業期間の設定理由
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

要保育児の
入所率100％

要保育児の入所
率：入所者数÷
入所対象人口×

100

成果実績 ％ 100
目標値 ％ 100
達成度 ％ 100.0%



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業完了後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、みなかみ町立こども園の人件費（15名）×9か月分を確保すること
ができました。次年度においては、引き続き相談・支援体制の充実などに取り組み、園児
が楽しく過ごせる体制を維持します。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

135
達成度 % 93.3% 100.0% 100.0%

令和４年度

保育士の雇用量
(雇用人数(人)×雇用期
間(月))

活動実績 人月 112 135 135
活動見込 人月 120

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

135

総事業費 56,684,692 63,068,815 61,362,920

うち経済産業省分 49,265,000 50,710,000 50,647,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 49,265,000 50,710,000 50,647,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 子育て健康課　子育て支援係

交付金事業の評価課室 総合戦略課　財政・契約係

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
保育士人件費 雇用 ｰ 61,362,920



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

村道塔の前２号線外１路線
道路舗装工事＜その他＞

昭和村 9,694,000 9,694,000 9,933,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 村道塔の前２号線外１路線　道路舗装工事＜その他＞

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

【主要政策・施策】
昭和村第５次総合計画（平成２７年度～令和６年度）
基本目標６　安全で生活便利なむらづくり　４　道路・公共交通の整備充実　（１）村道
の整備
・生活道路となる村道については、路面状況や交通状況等を勘案し状態の悪い道路から順
次補修工事を進め、緊急車両の速やかな通行や災害時の安全な避難経路の確保などを目的
に道路改良を進めます。
【目標】
「道路の整備状況」住民満足度　２６．８％　→　３７．０％（令和６年度）

事業開始年度 令和4年度 事業終了（予定）年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 昭和村
交付金事業実施場所 昭和村大字森下地内
交付金事業の概要 アスファルト舗装工　L=290.0m　W=4.0～9.0m　A=1,304.0㎡

事業期間の設定理由



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

「道路の整
備状況」住
民満足度

「道路の整
備状況」住
民満足度２
６．８％→
３７．０％
（住民1,000
人に対して
アンケート
を実施）

成果実績 ％

目標値 ％ 37

達成度 ％ 0.0%

評価年度の設定理由
昭和村第５次総合計画の後期振り返りを令和６年度に実施するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、施工延長２９０．０ｍ、面積１，３０４．０㎡の舗装補修を実施
した。本年度整備した区間においては、アスファルト舗装となったことで地元区長をはじ
め関係者から「要望箇所の舗装工事が完了し感謝している」と良い評価を受けた。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



1,307
達成度 ％ 103.5% 95.6% 99.8%

令和4年度

生活改善のための舗装補
修実施面積

活動実績 ㎡ 1,414 1,435 1,304
活動見込 ㎡ 1,366

交付金事業の総事業費
等

令和2年度 令和3年度 令和4年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度 令和3年度

1,501

総事業費 12,144,000 13,079,000 9,933,000

うち経済産業省分 8,661,000 9,684,000 9,694,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,661,000 9,684,000 9,694,000

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 建設課

交付金事業の評価課室 建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
指名競争入札 石井建設㈱ 9,933,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道鬼石４２１９号側溝新
設工＜その他＞

藤岡市 4,400,000 4,400,000 4,598,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道鬼石４２１９号側溝新設工＜その他＞

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付事業に関係する主要政策・施策：
　　第５次藤岡市総合計画（2018～2027）
　　　郷土を愛し　未来を創生する藤岡
　　　　基本施策６　行財政
　　　　　６－２　行政運営
　　　　　　・最小の経費で最大限の効果を挙げる行政運営を進めるとともに、市民ニー
　　　　　　ズや制度改正に柔軟に対応する行政運営を目指します。

　目標：市民ニーズ（市民の代表である区長からの依頼）に対応するため、市道鬼石4219
　　　号に側溝を新設し雨水による道路冠水を緩和し、地域住民の通行の安全を確保する
　　　ための側溝新設割合
　令和4年度　61％（令和元年度に一部実施しており併せて100％）

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 藤岡市
交付金事業実施場所  藤岡市譲原　地内

交付金事業の概要
側溝新設工事　U型側溝（250×250）L=16.0m　L型側溝（250B） L=55.8m　集水桝 N=1基
コンクリート舗装 A=166.8㎡

事業期間の設定理由
成果目標 成果指標 単位 評価年度 年度

側溝新設割
合

61％

令和4年度実
施73ｍ/必要
延長119.6ｍ

成果実績 ％ 61
目標値 ％ 61

達成度 ％ 100.0%



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

ＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、実施年度を評価年度に設定しました。
交付金事業の定性的な成果及び評価等

側溝を新設したことにより、道路上を大量の雨水が流れてくることがなく安心して通行が
できると評価を得ている。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

側溝新設延長
活動実績 ｍ 73
活動見込 ｍ 73.0

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

総事業費 4,598,000

うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000 0 0

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 鬼石総合支所　鬼石振興課

交付金事業の評価課室 鬼石総合支所　鬼石振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道鬼石4219号
側溝新設工事＜その他＞

指名競争入札 （株）金澤工務店 4,598,000円



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

上野村図書館運営事業 上野村 3,129,000 3,129,000 3,151,915

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

群馬県多野郡上野村大字新羽地内

交付金事業の概要

　上野村は「栄光ある上野村の建設」を村営運営の最大の目標とし、その目標を達成する
ために①健康水準の高い村②道徳水準の高い村③知的水準の高い村④経済的に豊かな村の4
つの柱を掲げており、②・③の柱を達成するため、図書館を運営している。
　村では図書館を中核として、生涯学習の機会の更なる拡充のため、電源立地地域対策交
付金を活用し、蔵書の増加整備を通じて図書館の利用を促し、道徳水準の高い村及び知的
水準の高い村づくりを推進する体制づくりに引き続き努める。

事業期間の設定理由
成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

図書館利用者延
べ人員　前年比
5％増

利用者延べ増加
人数÷前年度利
用者延べ人数×
100

成果実績 ％ 4,210
目標値 ％ 6,900
達成度 61.0%

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 上野村図書館運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　上野村第６次総合計画（令和３年度～令和１２年度）
　分野別施策基本方針
　　 生涯学習環境の整備
　　　・生涯学習は、一人ひとりが生きがいをもって豊かな人生を過ごすうえで重要
　　　　な活動です。そこで、活動拠点の充実を図り、住民の主体的な参画を促すと
　　　　ともに、住民活動を手助けする人材の育成に努めます。

目標：
　図書館利用者延べ人員　前年比　5％増

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上野村
交付金事業実施場所



交付金事業の担当課室 教育委員会

交付金事業の評価課室 総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
備品購入 随意契約 まるいち 195,721
備品購入 随意契約 図書流通センター 1,920,536
備品購入 随意契約 本の家 540,677
備品購入 随意契約

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 2,160,000 3,129,000 0

うち文部科学省分

総事業費 2,539,802 3,151,915

うち経済産業省分 2,160,000 3,129,000

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

1,300

毎年度PDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施
交付金事業の定性的な成果及び評価等

今年も新型コロナウイルス感染症の終息が見えない中、感染防止対策を行いながら開館し
ていますが、村内での感染拡大等により特に乳幼児や小学生の来館者数の減少が目立って
いる。この原因としては、新型コロナウイルス感染拡大に伴う自粛や閉館日数の増加が要
因と思われる。今後も引き続き感染防止対策を徹底し、安心して図書館を利用できること
の周知を行いながら、蔵書の増加等だけではなく、住民の交流の場所としても多世代が交
流できるような環境を整備し、利用者数の増加を図っていきたい。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 120.7% 124.7%

年度

図書購入冊数
活動実績 冊 1,328 1,621
活動見込 冊 1,100

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

みやま文庫 8,000
備品購入 随意契約 ムービーマネジメントカンパニー 486,981



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

備　考

1
地域活性
化措置

上野村農産物等加工施設備
品購入事業

上野村 5,000,000 5,000,000 5,665,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 上野村農産物等加工施設備品購入事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　上野村第６次総合計画（令和３年度～令和１２年度）
　　主要施策：産業の創出・活性化
　　　　　　　交流産業の創出による、製品製造から販売までのサポート体制構築。
　
　　目標：レトルト生産量等の生産増を見込む　前年比２割増(令和５年度)

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上野村
交付金事業実施場所 上野村楢原地内

交付金事業の概要

　上野村では農産物加工品を生産する施設を村で整備し村の特産品を生産、地元雇用の促
進を行っている。限られた職員数の中で、作業については機械の導入もされてきていると
ころであるが、製品加工において使用中の機器は機種も古く、故障対応やメンテナンスに
かかる作業が現在の生産効率等に支障をきたしている。作業効率の改善やそれによる生産
増の為に新規備品の整備を行いたい。「上野村第６次総合計画」に農畜産物の地産地消の
推進、特産品の開発・改良などが上げられており、地産地消の生産・販売を政策的に進め
ている。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

前年比生産量等
２割増

レトルト生産量
等の生産増

成果実績 ％
目標値 ％ 20
達成度 0.0%

評価年度の設定理由
毎年度PDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等



評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 100.0% #DIV/0! #DIV/0!

年度

加工備品の購入
活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 年度 年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

総事業費 5,665,000

うち経済産業省分 5,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,000,000 0 0

うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 振興課

交付金事業の評価課室 総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
備品購入 随意契約 （株）カジワラ 5,665,000


